
２０２３（令和５）年度（２０２３年５月～２０２４年４月） 

 崇徳学園 インターアクトクラブ 活動報告書 

５月 ２７日 第 46 回インターアクト指導者研修会参加（本郷生涯学習センター） ホスト校：如水館高校 IAC 

 

 「ともに生きる ～異文化理解とその先へ～」をテーマに、第一部では、「異文化理解について」という内容で、広島

県国際交流員ダニエル・サンチェスさんの講演を聞きました。第二部では「多文化共生にむけて」という内容で三原国

際外語学院の本庄佐智子校長よりお話を聞き、その後、グループに分かれ留学生のみなさんと話しをし、留学生の

抱える悩みを共有し、それを改善するために日本の高校生が何ができるかを考えていきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

６月 １０日 きっずけんけつのお手伝い  

６月 

 

 

 

 

 

 

 

 

２４日 にんじんまつりのお手伝い（新庄之宮神社） 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

       大芝地区社会福祉協議会の方との集合写真   

↑修道高校とホスト校の如水館高校のインターアクト部 



７月 ２９日～３０日  

第 47 回インターアクト地区大会参加（山口市）   

ホスト校；野田学園高等学校 IAC 

テーマ「つなげよう 奉仕と自然の豊かさを」 

1 日目：講演Ⅰ「秋吉台は 3 億年のタイムカプセルだ！」  

           講師：美祢市立秋吉台科学博物館学芸員 藤川 将之 様 

      視察 秋吉台、秋芳洞及びその周辺 

      夕食 生徒交歓会 

2 日目：講演Ⅱ「持続可能な発展における観光の役割：エコツーリズムへの誘い」 

           講師：山口大学経済学部教授 陳 禮俊 様 

 

 

 

 

 

 

 

7 月 19 日 校内献血活動(2023 夏) 

 献血受付者数：８６人 

 献血者数：７２人（400 ㎖６９人、200 ㎖３人） 

 献血できなかった人：１４人 

８月 ５日～８日 なるほど献血教室のお手伝い（広島県赤十字血液センター） 

9 月 １８日 猫の譲渡会（進徳高校 WDP 部さんと一緒に） in 唯心寺 

                 

 

 

 

 

 

 

11 月 ３日 崇徳祭（もみじ作業所のクッキー販売＆インターアクト部活動展示） 

11 月 ４日 「グループホーム ふじの家」訪問 

「ふじの家」の職員河村さんの紹介で高齢者の

方と交流をさせていただきました。始めは緊張した

けれど、ちぎり絵で大きな作品を作ることで、徐々

に高齢者の方とコミュニケーションを深めることがで

きました。また、介護士さんの声掛けや気配りを

する姿を見て、自分たちも色々な人に上手に対

応する力を身につけたいと思いました。 

11 月 ５日 「わたしの夫はマサイ族」 講演会参加 



12 月 １８日 校内献血活動(2023 冬) 献血受付者数 78 名、献血者数 60 名 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 月 

 

2 月 

不登校支援センター「パルク」での子どもたちとの交流 

30 日 イベントの打ち合わせ 

14 日 平和公園での「外国人の人と話してみよう」イベントでの小学生のフォロー 

 

 

 

 

 

 

 

 

3 月 放課後等デイサービスの子どもたちと基町でのイベントお手伝い 

4 月 14 日 比治山公園清掃活動 

 恒例の広島安佐ロータリークラブの方と比治山公園清掃活動では、落ち葉をかき集めたり、ゴミを拾ったりしなが

ら、気持ちの良い汗をかきました。今年は段原中学校の生徒さんも参加され、高校生がリーダーシップをとりながら、

グループごとに活動しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

↑ 献血に協力してくれた人に、広島安佐ロータリークラブさんより、プレゼントをいただきました。 



4 月 20 日 献血推進活動（カープ献血） 

 

 マツダスタジアムで行われた試合の 

5 回裏の CC ダンスに参加させていた 

だき、献血の呼びかけを行いました。 

 

 

 

 

4 月 29 日 募金活動（エンドポリオ及び能登半島地震復興に向けて） 

 ★雨天中止となりました。 

5 月 11 日 

 献血ルームにて、翌日の「母の日献

血」で配布されるカーネーションをラッピン

グしたり、メッセージをつけたりして、翌日

の準備を行いました。 

 

12 日 

「母の日献血の日」 

 街頭に立ち、献血の呼びかけを行いました。前日用意した

カーネーションをプレゼントし、協力してくれたみなさんに喜んで

もらうことができたようです。 

 

中学 1 年生の 2 人も頑張って街頭で呼びかけをしました⇒ 

 

5 月 24 日 第１回 留学生 25 名との交流会（広島ウエルネス高等学校） 

     13：30～13：45  開会式 

     13：45～15：15  3 グループに分かれて、アイスブレイク・ 

                   フリートーク・茶道体験 

     15：15～15：30  閉会式・写真撮影 

アイスブレイクで「積み木自己紹介」を行うことですぐに打ち解け、楽しい 

時間を過ごすことができました。畳の部屋でお茶を飲む体験に感動したと 

いう留学生の声もあり、有意義な時間を送ることが出来たようです。 

 

  

 

 

 

 

 

 
↑茶道部さんにお茶をたててもらいました 



2023 年 

3 月～ 

2024 年  

  3 月 

 今年度のケニアのスラムに住む子どもたちに絵本を届けるプロジェクトは、広島安佐ロータリークラブさんに地区補助

金の申請手続きをしていただき進められました。第二弾は、「海」をテーマにし、ストーリーはインターアクト部で、絵は

漫画研究部の美戸さんに描いてもらいました。文章は、スワヒリ語と英語で構成され、ケニアの子どもたちの学びが深

められるよう工夫しています。 

 今回は、絵と文章のデータ化を、有限会社ペンギングラフィックスさんにお願いし、ケニアでの印刷・製本や子どもたち

への配布は、昨年同様に一般社団法人Ａ‐ＧＯＡＬのみなさまにお願いしました。 

 2024 年 2 月 24 日と 25 日に絵本 1000 冊を「キベラ A‐GOAL リーグ」に参加する子どもたちに配布していた

だきました。子どもたちは、キベラスラムをはじめ、ケニアの低所得者地域に住む 9 歳～13 歳の子どもたちです。リー

グの観戦にきょうだいも来ている場合は、きょうだいにも渡してもらいました。中には、絵本の対象年齢より高い子ども

たちもいましたが、イラストがカラフルでかわいいことから年齢の高い子どもたちからも「欲しい」と言われたそうです。 

さらに、現地の保護者からは、「普段、十分な仕事がない中で、購入するものは食べ物や生活用品が優先になって

しまい、絵本はなかなか買えないため、子どもたちが楽しみながら勉強できる今回のプレゼントはとても嬉しい。」という

声があったとのことでした。また、現地の日本人スタッフさんが配布する際、子どもたち同士で、「この動物何だろう？」

「見たことある！」「うそ、見たことないだろ？」「モンバサ（ケニアの中で海がある第二の都市）に行きたい」などの会話

をしながら盛り上がっていたようです。 

 ケニアで絵本を配布している様子は、zoom で中継していただき、高校生たちも子どもたちが絵本を手にして喜ぶ

姿を直接見ることができ、自分たちの活動に実感が湧いたようです。 

 

 

 

＜ケニアに絵本を送るまでの過程＞ 

●2023 年３月 

広島安佐ロータリークラブより、地区補助金の申請を

行う。協力団体として「一般社団法人 A‐GOAL」

代表の岸卓臣さん、副代表の福居恭平さんにケニア

での活動をお願いする。 

●2023 年 6 月中旬   ストーリー作成 

       10 月中旬   絵の完成 

       12 月下旬   文章の英語とスワヒリ語 

                      のチェック完了 

●2024 年 1 月中旬  

絵と文章のデータを(有)ペンギングラフィックスでデータ

化してもらう。 

●2 月中旬   ケニアに絵本の完成データを送る 

●2 月下旬～ ケニアで絵本を印刷。配布。 

 

 

中国新聞(2023.11.17)に掲載されました。→ 


